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沖縄本島中部・勝連半島沖の平安座島、宮城島、伊計島に

おける知念層とその上下位層の岩相および層序（予報）

田吹亮一'）・比嘉賀治2)・田中さっき3）

PreliminaryStudyonLithofaciesandStratigraphyoftheChinenFormationand

ltsAdjacentUpperandLowerFormationsonHenza,Miyagiandlkeilslands,off
KatsurenPeninsulaintheMiddlｅＰａｒｔｏｆＯｋｉｎａｗａｌＲｌｆｍｄ

RyoichiTabuki，YosiharuHiga，SatsukiTanaka

Abstract

Themainresultsofthispreliminarystudyareasfollows、OneisthattheChinenFormation，

whichismainlycomposedofcalca1℃oussandstoneorsiltstone，isdistributednotonlyin

Henzalsland，butalsOinlkeilslandoffKatsurenPeninsula、Theotheristhatthecalcareous

sandstonebeds，whichareexposedmthesouthwesterｎｐａｒｔｏｆＭｉｙａｇｉｌｓｌａｎｄａｎｄｈａｖｅｂｅｅｎ

consideredtobelongtotheChinenFormation，possiblyconsistoftheuppermostpａｒｔｏｆｔｈｅ

ＳｈｍｚａｔｏＦｏｒｍａｔｉｏｎｉｎｔｈｉｓarea，ａｎｄａ1℃alsodistributedalongthenorthwesterncoastoflkei

lsland・Theseresultswiththeothernewlyfoundfactscouldinfluencethediscussiononthe

earlydevelopmentofthecoralseaaroundOkinawaIslandduringthetimefromPlioceneto
Pleistocene

Keywords：Okinawalsland，ChinenFormation，ShinzatoFormation1

calcareoussandstone，limestoneicoralsea

１．はじめに 重要な研究対象とみなされ、最近、研究が活発化

している（平塚･･松田、1997;平塚・松田、1998；

松田他、1999；中川他、2001；大清水・井龍、

2002;佐藤他、2004)。

知念層は沖縄本島中部の勝連半島、およびその

沖に連なる平安座島などの離島にも広く分布する

(氏家、１９８８；大清水・井龍、2002)。最近、特に、

平安座島等の離島において、知念層とその上下位

層の岩相、知念層と上下位層との層序学的関係に

ついて活発に研究が行われ、多くの知見が得られ

つつある（平塚・松田、1997；松田他、1999；中

川他、2001；大清水・井龍、2002)。平塚・松田

(1997）によれば、平安座島南部の露頭の知念層

は、石灰質泥岩（層厚､3.5ｍ）の下部と砂質石

灰岩（14ｍ）の上部よりなり、下位の島尻層群・

与那原層を不整合に覆い、上位の琉球層群・那覇

層に覆われる（知念層と那覇層の関係は境界面が

知念層（野田（1977)命名。沖縄本島南部の知

念半島の安座間一久手堅付近を模式地とする

Flintetal.（1959）の「知念砂岩部層」（Chinen

sandmember)とMacNeil（1960)の「知念砂岩」

(Chinensand)に由来）は、沖縄本島中南部に分

布する更新世前期の浅海性堆積物で、主に、石灰

質の砂岩、叉はシルト岩よりなる。届位的には、

知念層は、中新世後期一更新世初期にかけて堆積

した泥質の砕せつ物を主体とする島尻層群と、そ

の上位の主に石灰岩よりなる琉球層群の間に挟在

する。この岩相上の特徴、層序学的位置から、知

念層は、島尻層群の砕せつ性の泥、砂を厚く堆積

させた‘島尻海,（木崎、1983）から、琉球層群

の石灰質堆積物が堆積した．琉球サンゴ海’へと

海洋環境が変化するプロセスを明らかにする上で
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による詳しい報告がある。Ｈ－１，２は平安座島

の石油備蓄基地の南西方にあって、大きな露頭の

一部をなし、Ｈ－１は南側、Ｈ－２は北側に位置

する。Ｈ－１、Ｈ－２は、各々、大清水・井龍の

柱状図の「Ｈｎ２｣、「Ｈｎｌ」（Fig.９）に対応す

る。平塚・松田で提示された柱状図はＨ－１，２

を含む、平安座島南部の露頭全体の柱状図を表す

と考えられる。又、宮城島のＭ－１は宮城島南西

部の護岸整備された海岸のすぐ近くにあって舗装

道路に面している。Ｍ－１は大清水・井龍の柱状

図の「Ｍ９Ｊ(Fig.９）に対応する。伊計島の２

つの露頭（１－１，２）については、これまで、

詳しい記載、柱状図の公表例はない。１－１は大

泊ビーチの北端にあり、１－２はリゾートホテル

のビーチに面している。以下、各露頭について構

成層を説明する。

高所にあり観察が困難としている)。大清水・井

龍（2002）もこの露頭の知念層に関し、平塚・松

田同様の岩相を認めている。大清水・井龍は、知

念層が下位の島尻層群（シルト岩）を不整合に覆

い、上位の琉球層群・与勝層（大清水・井龍によ

り命名。平塚・松田の那覇層に相当）に整合に覆

われるとした。

著者らは、過去の研究の成果を踏まえつつ、勝

連半島沖の３離島における知念層とその上下位層

を調査し、岩相、層序を明らかにした。本論文で

はその予察的研究結果について述べる。

2．勝連半島沖の平安座島宮城島伊計島における

知念層とその上下位層の岩柤層序について

著者らが、知念層とその上下位層について調査、

研究を行った露頭、即ち、平安座島南部（Ｈ－１，

２)、宮城島南西部（Ｍ－１)、伊計島北西岸（１－

１，２）の合計、５ケ所の各々について、地理的
H－２
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ＩＩ 図２知念層およびその上下位層の地質柱状図

(1)平安座島南部

Ｈ－１：下位より、塊状灰色砂質シルト（層厚２

ｍ以上。以下、（）内は層厚)、砂の葉理を

頻繁に挟む灰色砂質シルト（250ｃｍ）の順に重

なる。この上位に不整合面を隔てて、斜交葉理

図１調査地域および露頭の地理的位置

位置、地質柱状図を、各々、図１，２に示す。こ

の内、平安座島のＨ－１，２については、すでに、

平塚・松田（1997）および大清水・井龍（2002）
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が発達し二枚貝、コケムシなどの化石を掃き寄

せ状に多く含む淘汰の悪い灰色砂質シルト(120

ｃｍから200cmの間で層厚が変化)、ノジュールが

発達した淡黄褐色砂質石灰岩（８ｍ）の順にの

る。さらに、この上に石灰岩（２ｍ）が重なる。

この内、不整合面より下の灰色砂質シルトが平

塚・松田の島尻層群・与那原層（又は大清水・

井龍の島尻層群）に当る。不整合面直上の化石

を多く含む砂質シルト、さらにその上位の砂質

石灰岩が各々、平塚・松田の知念層下部、同層

上部に当る。最上部の石灰岩は大清水・井龍の

琉球層群・与勝層に当る。大清水・井龍は知念

層と琉球層群・与勝層は整合関係にあるとして

いる。なお、不整合面の下位の島尻層群は氏家

（1988）の地質図によれば、浮遊性有孔虫化石

帯のＰＬ５＆６帯に属し、沖縄本島南部を模式

地とする島尻層群・新里層に対比される。本論

文では、調査地域に分布する島尻層群について、

氏家（1988）の地質図により、浮遊性有孔虫化

石帯のＰＬ５＆６帯、およびN22帯に属すると

判断できる地層は新里層、ＰＬ４帯に属すると

考えられる地層は与那原層とする。

Ｈ－２：最下部に230cm以上の厚さの淘汰の悪い

灰色砂質シルトが見られる。その上に、より石

灰質で淡黄褐色の砂質シルト（50cm）がのる。

これらの地層には斜交葉理、平行葉理が発達す

るが、バイオターベーションのため、葉理の連

続性は良くない。その上に、明瞭な境界をもっ

て白色砂質石灰岩（８ｍ)、石灰岩（２ｍ）の

順にのる。この内、砂質石灰岩には斜交葉理が

顕著に発達するだけでなく、その連続性もよい。

又、葉理面に平行にノジュールが発達する。知

念層には海生無脊椎動物化石が多く含まれるが、

Ｈ－１同様、特に最下部の灰色砂質シルト中に、

掃き寄せ状に、破片も含め、貝類（カキ、イタ

ヤガイ類など)、コケムシの化石が多く含まれ

る。本露頭の地層の内、下部の灰色砂質シルト

と淡黄褐色砂質シルトが平塚・松田の知念層下

部、上部の砂質石灰岩が、同様に、知念層上部

に当る。最上部の石灰岩はＨ－１同様、琉球層

群・与勝層に属する。本露頭では知念層の下限

（＝不整合面）は地中に没している。

(2)宮城島南西部

Ｍ－１：最下部に貝殻片を含む灰色砂質シルト

（330cm）が見られ、層厚にして２ｍの欠如部分

を挟んで最下部同様の砂質シルト（55cm)、黄

褐色砂の斜交葉理を挟む灰色砂賀シルト（20cm)、

平行葉理の発達した淘汰の良い中粒砂（５cm)、

灰色砂質シルト（14cm）の順に重なる。この内、

斜交葉理を挟む砂質シルトには生痕化石が見ら

れる他、シルト片が同時レキとして含まれる。

さらにこの上に、石灰質淡黄褐色シルト質砂岩

（205cm)、淡灰色細粒凝灰岩（18cm)、ガラスを

多く含む凝灰質砂（30cm)、石灰質淡黄褐色シ

ルト質砂岩（13ｍ）の順に重なる。本露頭の上

部の大部分を占める淡黄褐色シルト質砂岩には

多くの化石（特に、イタヤガイ類、コケムシ、

腕足類）が含まれる。又、生痕（巣穴）化石も

特に、上部で多く見られる。さらに淡黄褐色シ

ルト質砂岩の上部の２～３の層準において葉理

に沿ってノジュールが顕著に発達する。本露頭

の下部の灰色砂質シルトは岩相から平安座島や

宮城島に広く分布する島尻層群の堆積物で、氏

家（1988）の地質図を参考にする限り、浮遊性

有孔虫層序のＮ２２帯に属し、新里層構成層と

考えられる。本露頭の上部の石灰質淡黄褐色シ

ルト質砂岩はこれまで知念層とされてきた（例

えば、氏家、1988；大清水・井龍、2002)。確

かに、新里層とした露頭下部の灰色砂質シルト

に比べ、特に、最上部付近は格段に石灰質では

あるものの、下部の灰色砂質シルト層に整合に

重なり、知念層として分離する理由はない。本

論文では本露頭の地層全体を新里層として扱う。

なお、大清水・井龍は下部の灰色砂質シルトを

松田他（1999）の知念層下部、上部の石灰質淡

黄褐色シルト質砂岩を、同様に、知念層上部に

相当するとしている。

(3)伊計島北西岸

１－１：下位より、青灰色粘土（50cm)、平行葉

理が発達した白色細粒凝灰岩（180cm）の順に

重なる。さらに、この白色細粒凝灰岩を不整合

（この不整合面の存在はこれまで明らかにされ

てこなかった）に覆って、軽石質の黄褐色細～

中粒砂岩（４ｍ)、石灰質淡黄褐色砂岩（120cm)、

白色細粒凝灰岩（５cm)、石灰質淡黄褐色砂岩
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（150cm)、白色細粒凝灰岩（６cm）の順に重な

る。不整合面より上位の地層、特に、石灰質淡

黄褐色砂岩にはイタヤガイ類などの貝類、コケ

ムシ、腕足類などの化石が多く含まれる他、生

痕（巣穴）化石が密集して産する。本露頭で、

これより上位の地層も望見されるカミ高所にあっ

て観察が困難なため、観察は１－２の露頭で

行った。不整合面の下の２枚の地層は、特に最

下部の青灰色粘土層の岩相から、沖縄本島南部

の与那原層に対比できる。氏家は、本露頭（あ

るいは本露頭のすぐ北に位置する湧水池付近の

露頭）から浮遊性有孔虫化石のサンプリングを

行い、サンプリングした地層の年代をＰＬ４帯

としている。氏家の地質図に示されたサンプリ

ング位置に著者らの調査結果を加味して考える

と、氏家は上述の与那原層に属する２枚の地層

のいずれかからサンプリングした可能性が高い。

不整合面より上位の地層は、特に、上部の淡石

灰質黄褐色砂岩が岩相、含まれる大型化石の特

徴からＭ－１の石灰質砂岩に対比される結果、

新里層（N22帯）に属すると考えられる。

１－２：下位より、石灰質淡黄褐色中粒砂岩（３０

ｃｍ)、平行葉理が発達した淡灰色細粒凝灰岩(１８

ｃｍ)、石灰質淡黄褐色中～粗粒砂岩（360cm）の

順に重なる。この内、淡灰色細粒凝灰岩は上述

の１－１で記載した構成層の内、最上部の、白

色細粒凝灰岩と同一層である。本露頭の淡黄褐

色中～粗粒砂岩には多数の生痕化石が見られる。

生痕の多くは層理面にほぼ垂直にのびる巣穴だ

が、他に這い跡も見られる。本層には貝類（カ

キ、ホタテガイ、イタヤガイなど)、コケムシ

の化石も含まれる。さらに、本層の上位に、平

行葉理の発達した白色細粒凝灰岩（30cm)、貝

類、コケムシ、腕足類の化石を含む淡黄褐色中

～粗粒砂岩（450cm)、平行葉理の発達した白色

細粒凝灰岩（10cm)、凝灰質粗粒砂（10cm)、白

色細粒凝灰岩（70cm)、白色軽石質凝灰岩（４０

ｃｍ）の順に重なる。この内、淡黄褐色中～粗粒

砂岩（450cm）の最上部付近には約10ｃｍの厚さ

のノジュール化した地層が見られ、保存の良い

二枚貝化石を含む。さらに、この上位に重なる

白色軽石質凝灰岩（40cm）を不整合に覆って、

貝化石などを含む黄褐色石灰質シルト質砂岩

(６ｍ）が、次いで、この石灰質シルト質砂岩

を不整合に覆って、サンゴ化石を含む砕屑性石

灰岩（２ｍ）がのる。下位の不整合面より下の

地層が新里層、二枚の不整合面にはさまれた石

灰質シルト質砂岩は層位、岩相の特徴から知念

層、最上部の石灰岩は琉球層群（大清水・井龍

の港川層）に属すると考えられる。

３．まとめ

今回の著者らの調査結果から明らかになった本

地域の知念層とその上下位層の岩相、層序につい

てまとめる。知念層は平安座島の露頭（Ｈ－１，

２）と伊計島の露頭（１－２）で認められた。な

お、１－１でも露頭最上部付近に露出していると

思われるが、高所にあり、確認が困難である。平

安座島の知念層は、平塚・松田（1997）同様、上

下部に分けられ、下部が淘汰の悪い灰色砂質シル

ト、上部が白色～淡黄褐色砂質石灰岩よりなり、

全体の層厚は10ｍである。伊計島の知念層は黄褐

色石灰質シルト質砂岩で層厚は６ｍである。いず

れにおいても、知念層は石灰質だが、特に平安座

島の知念層上部において顕著である。知念層とそ

の上位の地層（琉球層群）との層序関係について

は既に述べた通り、大清水・井龍は、平安座島の

露頭において、知念層とその上位の琉球層群・与

勝層とは整合関係にあるとしている。ただ、著者

らは、両者の境界面が高所にあることもあって確

認していない。ここでは大清水・井龍に従い、知

念層と与勝層は整合関係にあるとしておく。知念

層と琉球層群との関係については伊計島の露頭

（１－２）でも認められ、ここでは明らかに不整

合関係にある。但し、知念層を不整合に覆うのは

港川層である（大清水・井龍、2002)。知念層と

下位層との関係は平安座島の露頭（Ｈ－１）と伊

計島の露頭（１－２）で認められる。いずれの露

頭においても下位の島尻層群（新里層）とは不整

合関係にある。なお、宮城島のＭ－１の露頭の上

部を構成する石灰質淡黄褐色砂岩はこれまで知念

層と考えられてきたが、本論文では、既に述べた

理由により新里層とした。この新里層に属する石

灰質淡黄褐色砂岩は伊計島の露頭（１－１，２）

でも見られる。平安座島の露頭において、平塚.
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松田は知念層が熱帯・亜熱帯域の島棚深部に堆積

したと推定し、大清水・井龍は知念層と琉球層群・

与勝層が整合関係にあるとしている。これらのこ

とから、本調査地域付近のサンゴ礁の発達は、

｢琉球サンゴ海」において、知念層から琉球層群

の堆積にかけて継続、かつ本格化したと考えられ

る。その一方で、今回の研究で明らかになった本

調査地域における新里層最上部を構成すると考え

られる石灰質堆積物（石灰質淡黄褐色砂岩）の存

在は、多量の石灰質粒子の供給源（サンゴ礁の可

能性が高い）を陸寄りにもつ浅海域、即ち、知念

層のそれに類似した堆積環境が、「島尻海」の末

期にあったことを強く示唆している。

現在、著者らは勝連半島沖の離島に分布する知

念層とその上下位層について、特に、貝形虫化石

を基にした堆積環境の復元、変遷に関する研究を

進めており、近々、研究結果を公表する予定であ

る。
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